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　以下は 2018 年 1 月 13 日、映画上映会『コスタリカの奇跡』に続いて行なわれた、伊高浩昭氏による講
演「中米の中のコスタ・リカ」を同講師がまとめたものである。
上映映画




























風のホテルを長期滞在する宿舎にしました。1972 年 12 月のマナグア地震で街は破壊され、この
ホテルも廃墟となりました。メキシコ空軍の救援機に便乗してマナグアに入った私は、無残な姿
と化した 3 年前の思い出の拠点にしばし佇みました。
　話を戻しますと、CRに入国したのは 1969年 7月 20日だったと記憶しています。エル・サルバ



















































































































　カリブ軍団と組んだ叛乱部隊は、今から 70 年前の 1948 年 3 月に蜂起し、早くも翌 4 月下旬に
サンホセ攻略目前となります。そこにローマ法王庁、米国、メキシコが和平を仲介し、停戦しま
す。敗れたカルデロンは、ソモサ独裁政権下のニカラグアに亡命します。
　臨時政権首班となったフィゲレスは同年 12月 1日、国軍廃止を宣言し、翌 1949年 11月制定の
新憲法で正式に軍隊は廃止されました。国軍が使っていた武器類は集められ倉庫に保管され、厳
重に管理されました。

















































































































































































　アリアスは 1987 年 8 月、グアテマラ市で「エスキプラ合意」調印に漕ぎ着けました。記者会
見に詰めかけた何百人もの国際記者団は、不可能と思われていたことが可能になって驚愕しまし
た。まさに奇跡的だと受け止められたのです。






















　エジプトのナセル政権は 1956 年、 英仏両国からスエズ運河を奪回しました。「スエズ動乱」 と
呼ばれた武力紛争を経てのことです。エジプトの快挙に民族主義を煽られたパナマでは運河奪回























































かったほど大切な 9 条の平和条項が燦然と輝いてきた、と言うことができるでしょう。9 条の平
和主義はCR憲法よりも徹底しています。ですが、徹底していないのは日本人有権者の憲法を守
立教大学ラテンアメリカ研究所報　第 47 号
32
り活かすための積極的意志と行動ですね。
　CRには、モンヘ大統領の永世中立宣言や、アリアス大統領の中米和平外交がありました。し
かし試練もありました。21 世紀初頭、イラクに攻め込んでいたブッシュ息子政権は、CR政府に
国家警備隊の小部隊をイラクに派遣するよう求めました。CRはそれを派遣しました。しかしCR
憲法は、戦争放棄を謳ってはいませんが、理念として戦争しないという「非戦の論理」を含んで
いるのですね。
　なのに大統領はその論理に反して、米国の圧力で小規模ながら国家警備隊を派遣してしまった。
そう訴えたCR大学法学部の学生がいました。きょうの映画に何度も出ていた若い憲法学者のロ
ベルト・サモラです。一大学生が大統領を相手取り憲法裁判を起こしたのです。そして勝訴し、
大統領は派遣した部隊を引き揚げ、帰国させました。サモラは「平和憲法は守るべきものではな
く使うものだ」と強調します。CR人の平和を築く意志が凝縮された発言ですね。
　サモラは日本に招かれ講演旅行をした後、国際NGOピースボートの国際部に入り、世界周遊
航海に何度か乗りました。その後、弁護士になり、一時、駐韓大使を務め、今は憲法解釈の専門
家とされています。私はピースボートの船上講師をしていますが、サモラとは友人です。
▼オトン・ソリース
　オスカル・アリアスが再選された 2006 年大統領選挙の対立候補は、オトン・ソリースという
候補でした。オトンはアリアスが所属する保守的な「国民解放党」（PLN）と袂を分かち、「市民
行動党」（PAC）を結党して出馬しました。サモラはオトンの改革政策の参謀でした。
　私は、オトンとピースボートにニューヨークからコスタ・リカ（CR）太平洋岸のプンタレナス
港まで同船し、連日、インタビューを兼ねて話し合いました。オトンはCR政治状況を語る臨時
の船上講師として乗船していたのです。私はサンホセでもオトンの選挙運動を取材し、サモラに
再会しました。
　オトンはニューヨーク出航後の最初のインタビューで開口一番、「私が当選したら、真っ先に
日本を訪れる」と言ったのです。軍隊を廃止した憲法を持つCRと、平和憲法を持つ日本の首脳
が会談し、世界に向けて平和、政治、憲法はこうあるべきだと訴え呼び掛けるというのです。そ
して私に「訪日時の最初のインタビューはあなたが相手です」と約束してくれました。私はそれ
を楽しみにしていたのですが、オトンは僅差で敗れました。
　私はオトンの背後にサモラを見ていました。平和憲法についての意思表示は、明らかにサモラ
から学んだ結果でしょう。オトンは、たとえ自衛隊の軍備が巨大で、日本国憲法の平和条項と相
容れないにせよ、日本人は立憲主義の立場から憲法を活かすよう闘うべきだと言いました。確か
に、サモラの勝訴に象徴されるCRの立憲主義には学ぶところが多いと思いました。
▼中米運命共同体
　コスタ・リカ（CR）の平和憲法についてのお話は、これで終わります。今日の映画は、最後の
自然環境保護の部分が削除されていました。アマゾニアで何年も前から続いている凄まじい熱帯
雨林破壊を見ますと、自然保護の努力は焼け石に水のように感じられ、悲観的になります。しか
しCRのような国土の狭い国で、かなりの部分が自然保護区になっているという事実は重要であ
り、励まされますね。
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　19世紀の半ば過ぎでしたか、米国のクエーカー教徒の集団が非戦主義の立場から徴兵制に反対
してCRに移住し、広大な土地を買い取って住み始めました。その土地のなかで自然が残ってい
た土地が今、環境保護地域になっています。商業主義が万能で金儲け主義が優先されるような社
会では土地の保護は難しいため、平和を築き強化する場合のように、その国の市民の確かな決意
が要りますね。
　話を転じると、CRにはかつて白人優先主義があり、白人にあらざれば 1 級市民ではないとい
うような状況がありました。「中米のスイス、CR」という形容は、「南米のスイス、ウルグアイ」
と並べられて 50 年ぐらい前まで盛んに口にされていました。その根底には、「平和で発展した白
人国」という認識がありました。
　しかしCRには黒人や混血の市民が少なからずいますね。ウルグアイも同じです。中米の最貧
国で隣国のニカラグアからはたくさんの出稼ぎ労働者が越境してきて住みついています。CR国
籍を取得する者もかなりいます。ニカラグア人の多くは混血です。
　社会問題もあります。中米はコロンビアなど南米アンデス諸国で生産されるコカインの密輸路
になり、麻薬犯罪が目立っています。米国が「中米北部三角形」と呼ぶグアテマラ、エル・サル
バドール、オンドゥーラスと比べCRは、麻薬・武器密輸、マフィア・暴力団抗争などの組織犯
罪は少ないのですが、年々深刻化しています。
　経済面では、アリアス第2期政権が「米国・中米・ドミニカ共和国自由貿易協定」（CAFTA-RD）
に加盟したことから新自由主義が一層拡がり、貧富格差が激しくなり、環境破壊も増える傾向に
あります。
　ですからCRは決して「100％素晴らしい国」ではありません。すべての国々と同じように、良
いところもあれば悪いところもある国です。
　中米には独立直後には中米連邦があり、今は「中米統合機構」（SICA）やCAFTA-RDがあり、中
米諸国は協力し合って生きています。南北両米大陸を結ぶ地峡にあって、東側がカリブ海に面し
た中米は、北・南・東の 3 方と交流し、互いに影響し合って生きています。
　そんな中米を鳥瞰し、中央部のニカラグアと東端のパナマの間をズームアップすれば、CRが
浮かび上がってきます。CRは中米の中に深く根を下ろしています。日本がアジアを離れては生
きられないように、CRも中米を離れては生きられません。
　ご静聴、ありがとうございました。
　
 （いだか　ひろあき　本研究所学外所員、ジャーナリスト）
